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資本と地域 第 6・7合併号 (2010年 10月)
病院、農協あるいは中小商底から何もカを引
き出すことが出来ない。そういうところの投
資活動にいかに関わっていくか。大企業の行
動は良く見える。そればかり追いかけて、企
業城下町研究という形で進んでいくけれども、
そうではなくて、普通の都市がどうなってい
るのか。大都市の複雑な要素はどうなってい
るのか。これらをはじめ、本当に解明すべき
ところがたくさんあると思います。
これで、研究会は閉じようと思いますが、
最後に山懸君と宇都宮さんからまとめの発言
を、今後の自分の研究方向にも触れてもらい
ながら言ってもらえたら有難いと思うんです
が、いかがでしょうか。
【山脈I
今日色々ご指摘頂きまして、かなりヒント
を頂きました。先ほど申し上げようかと思っ
たんですが、企業の社会的責任という議論か、
あるいは持続可能都市政策という話になるの
かもしれませんが、アメリカの場合、いきな
り小さな企業が巨大企業に成長していって、
シアトルで言ったら、国際的な企業ですね。
シアトルの場合、住民運動があって、そこが
シアトル市のレベルで労働運動もやっている。
それが都市の活力や元気になったところもあ
るし、何らかの形で都市を構成している。そ
れが、色んな巨大企業や中小企業との関係で、
どういう構図、構造として捉えられるのかが
おそらく課題になると思います。それが、ず
っと議論されてきた持続可能な都市政策とか、
Eういう企業都市かという聞いに対する回答
にもなるかなと思います。
I宇都宮I
今、博士論文を書いているところです。「初
めに」の部分をどうするか、私自身はちょっ
と困っていたので、シアトノレの話も聞けて、
議論してもらってよかったです。以前、私が
院生の時、アメりカと日本の都市は全然違う
ので、議論の仕様がないってよく言われてい
たので、今回一緒に議論できて、すごくよか
ったなと思っています。交流ができて、すご
く楽しかったです。私は高知市の産業空洞化
の研究をしていますが、その過程の中で人が
住めなくなっていくという研究をしています。
そこで何が必要なのかというと、企業都市の
生活空間を見つけていくことでしょうか。そ
こにまた別の新しい何かがあるかもしれない、
それを見つけるきっかけになればいいかなと
思いながら、やっています。
I岡田1
はい。どうもありがとうございました。
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